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北信州森林組合

第19号

主
な
内
容

森林組合PR事業を全県で行っています。
SBCラジオ「モーニングワイドラジオ J」
毎週月曜日、朝 8時 35分から 40分まで
「森と暮らそう」を放送しています。

…… 本所玄関にある県獣のカモシカと県鳥のライチョウの木像 ……

今後の当組合放送予定　９月30日、２月３日



２３

　
平
成
二
五
年
四
月
二
七
日
（
土
）
に
木
島
平
村
の
パ
ノ
ラ
マ
ラ
ン
ド
木
島
平
に
お

い
て
第
十
二
回
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
代
総
数
二
〇
〇
名
の
う
ち
本
人
出
席
九
二
人
、
書
面
出
席
九
四
人
、
合
計
一
八

六
人
の
出
席
で
、
総
代
会
議
長
に
木
島
平
地
区
選
出
総
代
の
本
山
守
さ
ん
を
選
出
し

て
議
事
が
行
わ
れ
、
上
程
さ
れ
た
九
議
案
全
て
原
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
剰
余
金
処
分
案
で
は
、
合
併
以
来
初
め
て
出
資
配
当
を
行
う
こ
と
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
配
当
額
は
出
資
金
の
五
％
で
、
配
当
に
あ
た
っ
て
は
賦
課
金
と

の
差
引
を
優
先
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
（
５
ペ
ー
ジ
に
詳
細
説
明
の
掲
載

が
あ
り
ま
す
。
）　

長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
の
指
導
に
よ
り
、

貸
借
対
照
表
と
損
益
計
算
で
の
記
載
を
一
部
変

更
し
ま
し
た
。

　
貸
借
対
照
表
で
は
、
こ
れ
ま
で
資
本
の
部
と

記
載
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
純
資
産
の
部
と
変

更
し
、
特
別
積
立
金
を
任
意
積
立
金
と
変
更
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
受
託
販
売
及
び
受
託
林
産
取
扱
高
に

つ
い
て
損
益
計
算
で
収
益
に
は
経
費
収
入
、
費

用
に
経
費
受
入
と
し
て
同
額
を
計
上
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
当
期
よ
り
欄
外
に
取
扱
高
と
し
て

記
載
し
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
二
五
年
度
で
は
、
森
林
経
営
計
画
制
度
に

対
応
す
る
た
め
、
集
約
化
部
門
を
本
所
に
完
全
移

行
し
て
、
次
年
度
以
降
の
事
業
を
潤
沢
に
進
め
る

た
め
、
担
当
職
員
が
目
標
達
成
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
木
材
生
産
で
は
年
間
生
産
量
二
万
㎥
を
目
標
と

し
て
、
林
産
班
員
を
養
成
す
る
と
と
も
に
、
高
性

能
林
業
機
械
の
増
設
と
、
森
林
作
業
道
の
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
木
材
販
売
に
つ
い
て

は
、
低
質
材
の
販
売
を
進
め
る
た
め
、
キ
ノ
コ
生

産
用
オ
ガ
ク
ズ
材
料
へ
の
活
用
な
ど
に
取
り
組

み
、
皆
様
へ
の
還
元
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
十
二
回
通
常
総
代
会
を

　
　木
島
平
村
で
開
催
し
ま
し
た
。

損　益　計　算　書
（単位 千円）

事 業 総 利 益
 収　　　益 434,025
 費　　　用 309,746
 　事業総利益  124,279
事 業 管 理 費
 人　件　費 56,041
 旅費交通費 1,240
 事　務　費 5,761
 業　務　費 3,089
 諸税負担金 5,417
 施　設　費 36,915
 雑　　　費 951
事 業 管 理 費 計  109,414
事 業 利 益  14,865
事 業 外 損 益  2,139
経 常 利 益  17,004
特 別 損 益  4,743
税 引 前 当 期 利 益  21,747
法 人 税 ・ 住 民 税  -741
当 期 剰 余 金  21,006
前 期 繰 越 剰 余 金  18,768
当 期 未 処 分 剰 余 金  39,774
※千円以下については四捨五入ですが、合計を合わせるために切捨、切上しております。

平成24年度　剰余金処分案
（単位 千円）

Ⅰ 当期未処分剰余金  39,774 

Ⅱ 剰余金処分額

１.法 定 準 備 金 1,639
（出資金額の2倍まで）
２.特 別 積 立 金 15,000
（損失補填積立金）
３.出 資 配 当 金 4,638
（出資金の5％）  21,277

Ⅲ 次期繰越剰余金  18,497

平成25年度　損益計画
（単位 千円）

事 業 総 利 益
 収　　　益 389,380
 費　　　用 271,330
 　事 業 総 利 益  118,050
事 業 管 理 費 112,720
 　事　業　利　益  5,330
事 業 外 損 益 500
 　経　常　利　益  5,830
特  別  損  益 1,000
 税引前当期純利益  6,830
 法人税・住民税  -742
 当  期  剰  余  金   6,088
 前期繰越剰余金  18,497
 当期未処分剰余金  24,585

法定準備金が満額となりました法定準備金が満額となりました

　税引前当期利益が21,747千円となり、前期繰
越金を含めた当期末処分剰余金は39,774千円に
なります。
　なお、法定準備金は定款で出資金の２倍まで、
積み立てると定められており、今期の処分額によ
り満額となりました。
　県下の広域合併組合では２組合目になります。

平
成
二
五
年
度

　
　
　

  
事
業
計
画

◇ 

集
約
化
部
門
を
本
所
に
一
元
化 

◇

貸借対照表と損益計算書の記
載事項が変更になりました。
貸借対照表と損益計算書の記
載事項が変更になりました。
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貸　 借 　対　 照　 表
平成 25 年 2 月 28 日現在　（単位　千円） 

科目 金額 科目 金額 科目 金額 科目 金額

資･産･の･部 負･債･の･部 純資産･の･部

流動資産 流動負債 出資金

現金 982 建物付属設備 464 受託販売預り金 47,024 払込済出資金 92,770

預金 439,320 一括償却資産 0 買掛金 1,703

売掛金 2,853 土地 34,631 未　 払 　金 35,721 剰余金

未収金 107,727 森林 0 未払法人税等 742 法定準備金 183,900

短期貸付金 1,000 有形固定資産合計 118,418 短期借入金 1,000 資本準備金 581

立替金 70,590 前受金 341 任意積立金 265,000

預託金 100 無形固定資産 事業前受金 912 当期未処分剰余金

差入保証金 0 水利権 418 預り金 90,311 当期剰余金 21,006

仮払金 1,071 ソフトウェア 179 未払費用 113 前期繰越剰余金 18,768

貸倒引当金 ▲ 777 無形固定資産合計 597 仮受金 0

有価証券 0 剰余金合計 489,255

たな卸資産 3,186

その他 1,662 外部出資 流動負債合計 177,867

流動資産合計 627,714 系統出資金 10,250 純資産合計 582,025

系統外出資金 2,135 固定負債

固定資産 外部出資合計 12,385 農林漁業資金借入金 0

退職給付引当金 9,982

有形固定資産 固定資産合計 131,400

建物 54,436 固定負債合計 9,982

構築物 10,468 繰延資産合計 10,760

機械装置 15,467 負･債･合･計 187,849

車輌運搬具 1,454

工器具備品 1,498 資･産･合･計 769,874 負債・純資産合計 769,874

 部　門　別　損　益 平成25年2月28日現在

･ 収　　　益･ ･ 費　　　用　
  （単位　千円）   （単位　千円） 

部 門 金 額 備 考 部 門 金 額 備 考

指 導 部 門 7,372 
賦課金，実費収入，
里山集約化事業収入　他

指 導 部 門 7,862 
総代会経費，広報発行費，
里山集約化事業費　他

販 売 部 門 41,402
林産立木売上
物産センター運営収入　他

販 売 部 門 37,279 
林産立木購入費，
物産センター運営経費　他

森

林

整

備

部

門

森 林 整 備 163,821 
森林整備収入，森林請負収入，
治山工事収入　他 森

林

整

備

部

門

森 林 整 備 131,151 
森林整備費，森林請負費，治
山工事費　他

利 用 211,645 
調査収入，利用料，利用事業
収入，受託利用事業収入，　他

利 用 126,783 
調査費，利用施設維持費，利用
事業費，受託利用事業費，　他

福 利 厚 生 1,442 
家賃収入
共済保険手数料

福 利 厚 生 44 施設管理費

購 買 8,306 
事業物資売上
生活物資売上

購 買 6,619 
事業物資売上原価
生活物資売上原価

金 融 37 
事業資金貸付利息
林業改善資金取扱手数料

金 融 8 事業資金借入利息

合 計 434,025 合 計 309,746 

受託販売取扱高 5,471 千円

受託林産取扱高 82,422 千円

受託森林整備取扱高 121,270 千円

H24 に購入したスイングヤーダ

H24 に購入したプロセッサ
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総
代
会
で
出
資
配
当
と
し
て
出
資
金
の
５
％

の
配
当
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
二

五
年
度
賦
課
金
に
つ
い
て
は
、
平
均
割
一
五
〇

円
、面
積
割
一
〇
ア
ー
ル
あ
た
り
二
〇
円
と
し
、

一
〇
円
未
満
の
端
数
は
一
〇
円
単
位
に
切
上
げ

る
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
資
配
当
に
つ
い
て
は
、
当
組
合
の
出
資
者

の
六
割
以
上
が
九
〇
〇
円
以
下
の
出
資
で
あ

り
、
配
当
金
は
数
十
円
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
配
当
に
か
か
る
費
用
に
見
合
わ
な
い
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ま
で
出
資
配
当
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
今
回
の
出
資
配
当
に
つ
い
て
は
、
賦
課
金
と

の
差
引
を
行
っ
て
よ
い
と
の
指
導
が
、
長
野
県

森
林
組
合
連
合
会
か
ら
あ
り
ま
し
た
の
で
、
賦

課
金
か
ら
の
差
引
を
優
先
し
て
行
う
こ
と
を
前

提
に
、
出
資
配
当
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
こ
れ
を
行
う
た
め
の
組
合
員
台
帳
管

理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
進
め
て
お
り
、
八
月
に

は
配
当
金
の
計
算
書
と
賦
課
金
の
納
付
書
を
皆

さ
ん
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
今
年
度
の
賦
課
金
納
付
期
限
は
一
二

月
二
〇
日
ま
で
と
決
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
出
資
配
当
金
計
算
書
と
賦
課
金
納
入
通
知

書
の
雛
形
イ
メ
ー
ジ
は
下
記
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
現
場
で
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
切
創
事
故
防
止
と
、

耳
栓
や
ゴ
ー
グ
ル
の
不
着
装
に
対
し
て
、
注
意
喚
起
に

よ
る
指
導
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
事
故
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
な
い
で
い
ま
す
。こ
の
た
め
、安
全
防
具
に
よ
り
、

物
理
的
リ
ス
ク
軽
減
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
安
全
防
具
に
つ
い
て
は
、
欧
州
の
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
切
断
保
護
基
準
ク
ラ
ス
１
以
上
の
物
を
装
備
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
費
用
に
つ
い
て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
利
用
料
を
一

日
あ
た
り
三
〇
〇
円
ア
ッ

プ
す
る
こ
と
が
、
総
代
会

で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
規
約
で
定
め
る
利
用
料

は
、
組
合
が
事
業
で
使
用

す
る
際
の
料
金
で
す
。

　
受
託
事
業
の
精
算
で
使

用
す
る
単
価
に
な
り
ま
す
。

　アジア航測（株）の開発したレーザーバードに
より、森林の詳細情報をＧＩＳに取入れ、実効性
の高い森林経営計画作成を行ってまいります。ま
た、詳細な地形図を境界明確化事業と森林作業道
開設に活用していきます。

　現在、実施に向けて協議を
進めております。今後、アジ
ア航測（株）と契約し事業を
行います。

今年度の賦課金は配当金を差引いた額になります。
なお、差引いた後に配当金に残額がある方には、金融機関口
座へお振込いたします。森林組合に金融機関口座の登録がな
い方は、組合事務所にてお支払いいたします。

ＧＩＳの精度向上に向けた新たな取り組み
……　森林経営計画のための航空レーザー測量による森林の詳細データの取得　……

規約別紙の利用料改正について　ー現行１日 3,200⇒改正後 1日 3,500 円にー

（イメージですので実際の物とは多少の違いはでます。）

配
当
金
と

賦
課
金
に
つ
い
て

…

８
月
の
送
付
を

　
　
　
予
定
し
て
い
ま
す
。…

チェーンソー用ヘルメットチェーンソー用ヘルメット

チェーンソー用安全靴チェーンソー用安全靴 チェーンソー用保護ズボンチェーンソー用保護ズボン
チェーンソー用
安全ブーツ

チェーンソー用
安全ブーツ

平成２５年度部門別損益計画
･ 収　　　益･ ･ 費　　　用　
  （単位　千円）   （単位　千円） 

部 門 金 額 備 考 部 門 金 額 備 考

指 導 部 門 5,980 賦課金，実費収入　他 指 導 部 門 8,400
総代会経費，支所人件費，広報
発行費　他

販 売 部 門 46,235 
林産立木売上
物産センター運営収入　他

販 売 部 門 35,700
林産立木購入費，
物産センター運営経費　他

森

林

整

備

部

門

森 林 整 備 139,500 
森林整備収入，森林請負収入，
治山工事収入　他 森

林

整

備

部

門

森 林 整 備 103,500
森林整備費，森林請負費，治山
工事費　他

利 用 186,850 
調査収入，利用料，利用事業収
入，受託利用事業収入，　他

利 用 115,250
調査費，利用施設維持費，利用
事業費，受託利用事業費，　他

福 利 厚 生 1,468 
家賃収入
共済保険手数料

福 利 厚 生 500 施設管理費

購 買 9,310 
事業物資売上
生活物資売上

購 買 7,950
事業物資売上原価
生活物資売上原価

金 融 37 
事業資金貸付利息
林業改善資金取扱手数料

金 融 30 事業資金借入利息

合 計 389,380 合 計 271,330

受託販売取扱高 1,000

受託林産取扱高 150,000

受託森林整備取扱高 200,000
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総
代
会
で
出
資
配
当
と
し
て
出
資
金
の
５
％

の
配
当
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
二

五
年
度
賦
課
金
に
つ
い
て
は
、
平
均
割
一
五
〇

円
、面
積
割
一
〇
ア
ー
ル
あ
た
り
二
〇
円
と
し
、

一
〇
円
未
満
の
端
数
は
一
〇
円
単
位
に
切
上
げ

る
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
資
配
当
に
つ
い
て
は
、
当
組
合
の
出
資
者

の
六
割
以
上
が
九
〇
〇
円
以
下
の
出
資
で
あ

り
、
配
当
金
は
数
十
円
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
配
当
に
か
か
る
費
用
に
見
合
わ
な
い
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ま
で
出
資
配
当
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
今
回
の
出
資
配
当
に
つ
い
て
は
、
賦
課
金
と

の
差
引
を
行
っ
て
よ
い
と
の
指
導
が
、
長
野
県

森
林
組
合
連
合
会
か
ら
あ
り
ま
し
た
の
で
、
賦

課
金
か
ら
の
差
引
を
優
先
し
て
行
う
こ
と
を
前

提
に
、
出
資
配
当
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
こ
れ
を
行
う
た
め
の
組
合
員
台
帳
管

理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
進
め
て
お
り
、
八
月
に

は
配
当
金
の
計
算
書
と
賦
課
金
の
納
付
書
を
皆

さ
ん
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
今
年
度
の
賦
課
金
納
付
期
限
は
一
二

月
二
〇
日
ま
で
と
決
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
出
資
配
当
金
計
算
書
と
賦
課
金
納
入
通
知

書
の
雛
形
イ
メ
ー
ジ
は
下
記
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
現
場
で
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
切
創
事
故
防
止
と
、

耳
栓
や
ゴ
ー
グ
ル
の
不
着
装
に
対
し
て
、
注
意
喚
起
に

よ
る
指
導
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
事
故
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
な
い
で
い
ま
す
。こ
の
た
め
、安
全
防
具
に
よ
り
、

物
理
的
リ
ス
ク
軽
減
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
安
全
防
具
に
つ
い
て
は
、
欧
州
の
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
切
断
保
護
基
準
ク
ラ
ス
１
以
上
の
物
を
装
備
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
費
用
に
つ
い
て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
利
用
料
を
一

日
あ
た
り
三
〇
〇
円
ア
ッ

プ
す
る
こ
と
が
、
総
代
会

で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
規
約
で
定
め
る
利
用
料

は
、
組
合
が
事
業
で
使
用

す
る
際
の
料
金
で
す
。

　
受
託
事
業
の
精
算
で
使

用
す
る
単
価
に
な
り
ま
す
。

　アジア航測（株）の開発したレーザーバードに
より、森林の詳細情報をＧＩＳに取入れ、実効性
の高い森林経営計画作成を行ってまいります。ま
た、詳細な地形図を境界明確化事業と森林作業道
開設に活用していきます。

　現在、実施に向けて協議を
進めております。今後、アジ
ア航測（株）と契約し事業を
行います。

今年度の賦課金は配当金を差引いた額になります。
なお、差引いた後に配当金に残額がある方には、金融機関口
座へお振込いたします。森林組合に金融機関口座の登録がな
い方は、組合事務所にてお支払いいたします。

ＧＩＳの精度向上に向けた新たな取り組み
……　森林経営計画のための航空レーザー測量による森林の詳細データの取得　……

規約別紙の利用料改正について　ー現行１日 3,200⇒改正後 1日 3,500 円にー

（イメージですので実際の物とは多少の違いはでます。）

配
当
金
と

賦
課
金
に
つ
い
て

…
８
月
の
送
付
を

　
　
　
予
定
し
て
い
ま
す
。…

チェーンソー用ヘルメットチェーンソー用ヘルメット

チェーンソー用安全靴チェーンソー用安全靴 チェーンソー用保護ズボンチェーンソー用保護ズボン
チェーンソー用
安全ブーツ

チェーンソー用
安全ブーツ



６７

　
こ
の
「
む
さ
さ
び
」
が
、
三
月

に
行
わ
れ
た
全
国
林
業
改
良
普
及

協
会
が
主
催
す
る
、
林
業
関
係
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
で
奨
励
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
表
彰
は
五
月
二
九
日
に
東
京
都
の

三
会
堂
ビ
ル
に
あ
る
石
垣
記
念
ホ
ー

ル
で
、
沼
田
林
野
庁
長
官
や
飯
塚
日

本
林
業
協
会
長
な
ど
多
く
の
来
賓
の

ご
臨
席
を
受
け
て
行
わ
れ
、
髙
森
組

合
長
が
西
場
全
国
林
業
改
良
普
及
協

会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
合
併
後
の
平
成
一
四
年
三
月
に
創

刊
号
を
発
行
し
て
か
ら
、
継
続
し
て

発
行
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
今
回
の

受
賞
を
励
み
に
、
今
後
も
組
合
員
の

皆
様
と
の
懸
け
橋
と
な
れ
る
よ
う
、

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
五
月
三
一
日
に
中
野
市
の
ア
ッ
プ
ル
シ
テ
ィ
な
か
の
で
、
協
力
事
業
体
と
共

催
で
安
全
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
組
合
は
、
昨
年
度
に
事
故
が
多
発
し
た

た
め
、
今
年
度
、
長
野
労
働
局
か
ら
「
安
全
衛
生
管
理
指
導
事
業
場
」
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
労
働
安
全
の
基
本
を
学
び
直
そ
う
と
い
う
こ
と
で
、
長
野
市
の

大
宝
労
務
安
全
研
究
所
の
大
田
吉
宝
先
生
を
講
師
に
迎
え
て
、
労
働
安
全
の
基

礎
知
識
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
労
働
安
全
は
組
合
経
営
に
と
っ
て
最
重
要
事
項
で
あ
る
こ
と
を
、
全
職

員
が
認
識
す
る
よ
う
に
、
正
副
組
合
長
と
正
副
委
員
長
の
ほ
か
業
務
委
員
も
参

加
し
て
、
真
剣
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
安
全
大
会
で
は
、
昨

年
度
の
安
全
推
進
優
秀

班
と
し
て
笹
岡
班
が
、

優
秀
事
業
所
で
は
北
信

木
材
生
産
セ
ン
タ
ー
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
班
か
ら
今

年
度
の
安
全
へ
の
取
組

が
宣
言
さ
れ
、
全
員
で

今
年
度
の
労
働
災
害
の

撲
滅
を
誓
い
ま
し
た
。

　
来
賓
の
北
信
森
林
管

理
署
次
長
様
と
北
信
地

方
事
務
所
林
務
課
長
様

か
ら
は
、
挨
拶
で
激
励

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
休
業
を
伴
う
災
害
ゼ

ロ
の
実
現
に
向
け
て
役

職
員
一
丸
と
な
っ
て
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
。

　
五
月
三
日
、
四
日
、
五
日
の
三
日
間
、
野
沢
温
泉
村
の
村
の
駅
「
ね
ん
り
ん
」
で

恒
例
の
子
供
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
わ
た
菓
子
、
た
こ
焼
き
、
や
き

と
り
な
ど
の
屋
台
の
ほ
か
、
地
元
の
物
産
品
の
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
ど
も
ま
つ
り
と
い
う
事
で
、
例
年
、
駐
車
場
に
降
っ
た
雪
を
集
め
て
お
き
、
子

供
た
ち
に
雪
遊
び
や
そ
り
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は
春

先
か
ら
温
暖
な
日
が
続
き
、
六
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
っ
た
雪
の
山
も
、
二
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
ま
で
解
け
て
し
ま
い
、
小
規
模
な
遊
び
場
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
来
場
し

た
子
供
た
ち
に
、
た
い
へ
ん
好
評
で
し
た
。

　
今
年
も
毎
月
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
五
月
一
日
に
Ｓ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
カ
ー
が
、
ね
ん
り
ん
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
カ
ー
レ
ポ
ー
タ
ー
の
待
井
玲

香
さ
ん
（
左
写
真
）
か
ら
滝
沢
ね
ん
り
ん
支
配
人
が
取
材

を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
取
材
の
模
様
は
、
三
時
四
五
分
か
ら
Ｓ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ

オ
か
ら
生
放
送
で
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
放
送
で
の
告
知
も
あ
り
ま
し
て
、
こ
ど
も
ま
つ
り

は
、
た
い
へ
ん
盛
況
で
、
三
日
間
の
売
上
も
直
売
所
を
合

わ
せ
て
百
七
十
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

広報誌「むささび」が奨励賞に
― 第47回林業関係広報コンクール（全国林業改良普及協会主催）で受賞 ―

ねんりんで「こどもまつり」開催しました！
― 好天に恵まれ大盛況・雪遊びに子供たちでにぎわう ―

ねんりんにＳＢＣラジオカーが取材にきました。

全員が大田先生の講義を真剣に聞いていました。全員が大田先生の講義を真剣に聞いていました。

審査対象となった16・17・18号審査対象となった16・17・18号

安
全
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

…
 

初
心
に
戻
っ
て
労
働
安
全
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た …

６月16日
山菜まつり
＊朝採りのタケノコ有り

７月21日
ねんりんまつり
＊新鮮もぎたて野菜等

８月13・14日
夏まつり
＊やきとり、焼きモロコシ等

９月22日
秋の味覚まつり
＊季節野菜、米粉パン等

10月20日
秋の収穫祭
＊ナメコ汁無料配布など

11月23日
ねんりん感謝祭
＊野沢温泉産野沢菜販売

今年の
イベント予定
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こ
の
「
む
さ
さ
び
」
が
、
三
月

に
行
わ
れ
た
全
国
林
業
改
良
普
及

協
会
が
主
催
す
る
、
林
業
関
係
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
で
奨
励
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
表
彰
は
五
月
二
九
日
に
東
京
都
の

三
会
堂
ビ
ル
に
あ
る
石
垣
記
念
ホ
ー

ル
で
、
沼
田
林
野
庁
長
官
や
飯
塚
日

本
林
業
協
会
長
な
ど
多
く
の
来
賓
の

ご
臨
席
を
受
け
て
行
わ
れ
、
髙
森
組

合
長
が
西
場
全
国
林
業
改
良
普
及
協

会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
合
併
後
の
平
成
一
四
年
三
月
に
創

刊
号
を
発
行
し
て
か
ら
、
継
続
し
て

発
行
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
今
回
の

受
賞
を
励
み
に
、
今
後
も
組
合
員
の

皆
様
と
の
懸
け
橋
と
な
れ
る
よ
う
、

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
五
月
三
一
日
に
中
野
市
の
ア
ッ
プ
ル
シ
テ
ィ
な
か
の
で
、
協
力
事
業
体
と
共

催
で
安
全
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
組
合
は
、
昨
年
度
に
事
故
が
多
発
し
た

た
め
、
今
年
度
、
長
野
労
働
局
か
ら
「
安
全
衛
生
管
理
指
導
事
業
場
」
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
労
働
安
全
の
基
本
を
学
び
直
そ
う
と
い
う
こ
と
で
、
長
野
市
の

大
宝
労
務
安
全
研
究
所
の
大
田
吉
宝
先
生
を
講
師
に
迎
え
て
、
労
働
安
全
の
基

礎
知
識
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
労
働
安
全
は
組
合
経
営
に
と
っ
て
最
重
要
事
項
で
あ
る
こ
と
を
、
全
職

員
が
認
識
す
る
よ
う
に
、
正
副
組
合
長
と
正
副
委
員
長
の
ほ
か
業
務
委
員
も
参

加
し
て
、
真
剣
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
安
全
大
会
で
は
、
昨

年
度
の
安
全
推
進
優
秀

班
と
し
て
笹
岡
班
が
、

優
秀
事
業
所
で
は
北
信

木
材
生
産
セ
ン
タ
ー
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
班
か
ら
今

年
度
の
安
全
へ
の
取
組

が
宣
言
さ
れ
、
全
員
で

今
年
度
の
労
働
災
害
の

撲
滅
を
誓
い
ま
し
た
。

　
来
賓
の
北
信
森
林
管

理
署
次
長
様
と
北
信
地

方
事
務
所
林
務
課
長
様

か
ら
は
、
挨
拶
で
激
励

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
休
業
を
伴
う
災
害
ゼ

ロ
の
実
現
に
向
け
て
役

職
員
一
丸
と
な
っ
て
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
。

　
五
月
三
日
、
四
日
、
五
日
の
三
日
間
、
野
沢
温
泉
村
の
村
の
駅
「
ね
ん
り
ん
」
で

恒
例
の
子
供
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
わ
た
菓
子
、
た
こ
焼
き
、
や
き

と
り
な
ど
の
屋
台
の
ほ
か
、
地
元
の
物
産
品
の
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
ど
も
ま
つ
り
と
い
う
事
で
、
例
年
、
駐
車
場
に
降
っ
た
雪
を
集
め
て
お
き
、
子

供
た
ち
に
雪
遊
び
や
そ
り
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は
春

先
か
ら
温
暖
な
日
が
続
き
、
六
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
っ
た
雪
の
山
も
、
二
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
ま
で
解
け
て
し
ま
い
、
小
規
模
な
遊
び
場
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
来
場
し

た
子
供
た
ち
に
、
た
い
へ
ん
好
評
で
し
た
。

　
今
年
も
毎
月
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
五
月
一
日
に
Ｓ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
カ
ー
が
、
ね
ん
り
ん
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
カ
ー
レ
ポ
ー
タ
ー
の
待
井
玲

香
さ
ん
（
左
写
真
）
か
ら
滝
沢
ね
ん
り
ん
支
配
人
が
取
材

を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
取
材
の
模
様
は
、
三
時
四
五
分
か
ら
Ｓ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ

オ
か
ら
生
放
送
で
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
放
送
で
の
告
知
も
あ
り
ま
し
て
、
こ
ど
も
ま
つ
り

は
、
た
い
へ
ん
盛
況
で
、
三
日
間
の
売
上
も
直
売
所
を
合

わ
せ
て
百
七
十
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

広報誌「むささび」が奨励賞に
― 第47回林業関係広報コンクール（全国林業改良普及協会主催）で受賞 ―

ねんりんで「こどもまつり」開催しました！
― 好天に恵まれ大盛況・雪遊びに子供たちでにぎわう ―

ねんりんにＳＢＣラジオカーが取材にきました。

全員が大田先生の講義を真剣に聞いていました。全員が大田先生の講義を真剣に聞いていました。

審査対象となった16・17・18号審査対象となった16・17・18号

安
全
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

…
 

初
心
に
戻
っ
て
労
働
安
全
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た …

６月16日
山菜まつり
＊朝採りのタケノコ有り

７月21日
ねんりんまつり
＊新鮮もぎたて野菜等

８月13・14日
夏まつり
＊やきとり、焼きモロコシ等

９月22日
秋の味覚まつり
＊季節野菜、米粉パン等

10月20日
秋の収穫祭
＊ナメコ汁無料配布など

11月23日
ねんりん感謝祭
＊野沢温泉産野沢菜販売

今年の
イベント予定



　五
月
一
日
に
、
安
曇
野
市
在
住
で
プ
ロ
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

ア
ー
ト
作
者
の
伴
正
史
さ
ん
が
、
本
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　山
ノ
内
町
の
卯
山
袖
山
活
性
化
組
合
の
行
事
に
参
加
さ

れ
た
後
に
、
立
寄
ら
れ
た
も
の
で
、
か
ね
て
よ
り
依
頼
し

て
あ
り
ま
し
た
、
本
所
玄
関
用
の
木
像
を
制
作
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　当
組
合
と
伴
さ
ん
と
は
、
数
年
来
の
お
付
き
合
い
で
、

毎
年
、
下
高
井
農
林
高
校
の
生
徒
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー

ト
の
講
師
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー

ト
競
技
会
の
「
信
州
安
曇
野
カ
ー
ビ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
」
で

材
料
丸
太
を
購
入
い
た
だ
い
た
り
し
て
お
り
ま
す
。

　伴
さ
ん
は
、二
科
展
に
入
選
す
る
仏
師
で
も
あ
り
、チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
ア
ー
ト
で
も
テ
レ
ビ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
初
代
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
な
る
な
ど
、
全
国
的
に
有
名
な
方
で
す
。

　本
所
に
は
今
回
の
カ
モ
シ
カ
と
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
ほ
か
、

様
々
な
作
品
が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見
学
に

来
て
く
だ
さ
い
。

　村
の
駅
ね
ん
り
ん
の
送
迎
用
バ
ス
を
更
新
し
ま
し
た
。
二
五
人

乗
り
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
バ
ス
が
老
朽
化
し
て
、

維
持
費
が
増
大
し
た
た
め
に
更
新
し
た
も
の
で
す
。

　今
年
は
、
宴
会
料
理
も
一
新
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ね
ん
り
ん

で
の
、ご
宴
会
、ご
法
事
な
ど
の
、ご
用
命
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　組
合
管
内
で
あ
れ
ば
、
一
〇
名
様
以
上
で
送
迎
い
た
し
ま
す
。

人事異動

退職（3月 31日付）
総務課総務係会計・ＩＴ担当

パート職員　中沢千恵子

業務課業務係
集約化補助員　原田誠剛

新規採用（4月 1日付）
総務課総務係会計・ＩＴ担当

パート職員　荒井和恵

業務課業務係
集約化補助員　高柳秀行

安曇野から伴正史さんが来られました安曇野から伴正史さんが来られました
本所玄関用の木像を作っていただきました本所玄関用の木像を作っていただきました

村
の
駅
ね
ん
り
ん
の

　
　
　
　
　送
迎
用
バ
ス
を
更
新
し
ま
し
た
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編集後記
総代会以降、イベントが続いて発行が遅れてし

まいました。たいへん申し訳ありません。
今号では５月までの記事を掲載しております。

６月もイベント等が多くありますが、次号でご紹介
いたします。
ホームページも現在リニューアルを進めておりま
す。新しいホームページには「むささび」を掲載
します。７月頃を予定しておりますので、ぜひご
覧ください。


